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１．目的 

本発表の目的は教材と活動の結びつきを通して、

小学校英語教育の活動に適した教材を選び、良い

授業を作ることである。 

 

２．背景 

現在の学校教育の英語教育は、現行の学習指導

要領で定められている。その中で、小学校の英語教

育は「外国語活動」と「外国語科」に分けられてい

る。「外国語活動」の目標は「外国語によるコミュ

ニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国

語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、

コミュニケーションを図る素地となる、資質能力」

を育成することである。また「外国語科」の目標は

「外国語によるコミュニケーションにおける見

方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コ

ミュニケーションを図る基礎となる資質・能力」を

育成することである。 

これらの目標を達成するために、小学５・６年生

の「外国語科」では検定教科書を用いて教育を行っ

ている。検定教科書は、７つの出版社から学年別に

計１４冊ある。 

そして、小学３・４年生の「外国語活動」は領域

としての扱いになっているため、検定の教科書は

無いが、その代わりとして、多くの学校で 『Let’s 

Try』を使用している。 

小学校の英語の教科書では、物語の教材が少な

くなっている。検定教科書は種類によるが、最も採

択率の高い『New Horizon Elementary English』

では文学教材は多くても１つか２つしかない。し

かし、教科書で取り扱っている物語の数は少ない

が、英語の本の読み聞かせの活動を取り入れてい

る学校も多い。 

会話教材と物語の違いで、会話教材は限られた

短い場面での内容になる一方で、物語ではまとま

った英語を読んだり話したりする機会が取れると

いうのも強みである。 

我々が教員として教壇に立った際には、会話・物

語教材、そしてそれを用いた活動を工夫して行っ

ていくことが必要である。 

 

３．こどもいちょう塾  

 準備段階では、物語の特色・構成を踏まえて、自

分たちで作成した。あらすじは、帽子を失くした少

年がお化けと一緒に探しに行く物語である。構成

の最中にお話のオチが定まらないことがあった。 

そうして試行錯誤していく中で、子供たちが絵

本を紙かデジタル媒体のどちらでつくるかといっ

た問題が上がった。デジタル媒体で作るメリット

として、アニメーションのように、彼らが自由に形

式やイラストを追加できたり、何か失敗が起こっ

たりしても、すぐに訂正が可能である点などの作

業速度の面のメリットが挙げられた。対して、紙で
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作るメリットとして、定まった形式の中で、自由な

発想をもちいて、実際に目の前で自分の手であれ

これ加えることができること、そして何よりも手

元に残ることがメリットとして挙げられた。それ

ぞれのメリットを踏まえて議論した結果、手元に

残すことができる紙で制作することにした。      

 活動を行う前段階では、子どもたちが楽しんで

工作活動に取り組む一方で、工作がメインで英語

を使う活動になるのかどうかということが予想さ

れた。 

 当日は概ね想定通りで、子どもたちは自身の想

像力を駆使し、とても面白い発想を用いて楽しん

でくれていた。しかし、英語を使わせる機会が限ら

れてしまった点は課題であった。また予想してい

なかったこととして、子どもたちが追加で絵や紙

を使用していたことや、隣の子供たちと自分の内

容を自ら共有していたことが挙げられる。 

参加者からの声としては、以下のようなものが

あった。「英語を学びながら絵本を作れるのが面白

かった。」「工作をしながら英語を学べるのが楽し

かった。」などである。 

 

４．いちょう塾を通して学んだこと 

 いちょう塾の活動を通し、気づいたこと、学んだ

ことはいくつかあった。その中でここでは、主に２

つを記載していく。 

 まず１点目は、英語とその活動の捉え方である。

英語を通して意思疎通を図る上で、子どもたち自

身が積極的にコミュニケーションを取る活動、会

話教材を用いた活動は、とても大事である。しか

し、今回の絵本工作のように、活動の中で英語を使

用する機会を設けていくことも必要である。加え

て、その時の学年や習熟度に配慮して単語や必要

な表現を補っていくことも必要であると考えた。

このような活動を取り入れることができれば、前

述した学習指導要領に記された目標である「外国

語コミュニケーション能力」育成へとつなげるこ

ともできるのではないかと考えている。 

 二つ目は、教材と活動の結び付けである。教員が

良い教材、良い活動を用意していくことは重要で

ある。その両方を活用できてこそ、良い授業を作る

ことができる。また、児童の実態を踏まえて、活動

や教材の選択していくことも必須である。 

 以上については、当日に具体案、例を用いて発表

する。 

 

５．それぞれが教壇で行っていくこと 

 発表に立つ３人がそれぞれ、授業をしていく中

で、どのようなことを意識していくべきかを考え

ていく必要がある。詳細は当日会場にて発表する

予定である。 
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